
尋
流
抄
所
引
の
定
家
本
と
親
行
水

は
じ
め
に

源
氏
物
語
の
本
文
を
定
家
の
青
表
紙
本
系
諸
本
と
源
光
行
・
親
行
父
子
が
五
十
年
の
歳
月
を

か
け
て
校
訂
し
た
河
内
本
諸
本
に
分
類
し
、
こ
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
本
を
別
本
と
し
た
の

は
池
田
亀
鑑
博
士
で
あ
っ
た
。
定
家
は
明
月
記
に
、

自
去
年
十
一
月
以
家
中
女
少
女
等
令
書
源
氏
物
語
五
十
四
帖
昨
日
表
紙
訖
今
日
書
外
題
生

来
依
懈
怠
家
中
無
此
物
数
牡
無
澄
本
之
間
尋
求
所
々
雖
見
合
諸
本
猶
狼
籍
未
散
不
審
雖

狂
言
綺
語
鴻
才
之
所
作
仰
之
彌
高
鑚
之
彌
堅
以
短
慮
寧
辨
之
哉
《
明
月
記
嘉
禄
元
年
二
月

十
六
日
》

に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
元
仁
元
年
〈
一
二
二
四
〉
十
一
月
か
ら
、
源
氏
物
語
五
十
四
帖
を
家

中
女
、
少
女
に
書
写
さ
せ
、
嘉
禄
元
年
〈
一
二
二
五
〉
二
月
十
五
日
表
紙
を
つ
け
、
十
六
日
に

は
外
題
を
書
い
て
完
成
し
た
。
定
家
は
そ
の
後
、
数
帖
を
書
写
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
全
巻
を

通
し
て
書
写
し
た
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
池
田
亀
鑑
博
士
は
次
の
よ
う
な
明
月
記
の
源
氏
物

語
書
写
関
連
の
記
述
を
抜
き
出
し
て
お
ら
れ
る
。

・
雖
手
振
目
盲
依
黄
門
懇
切
承
明
門
院
姫
宮
源
氏
物
語
之
内
三
帖
紅
葉
賀
未
通
女
藤
裏
葉

書
進
之
《
嘉
禄
二
年
五
月
廿
六
日
》

・
日
米
給
置
源
氏
二
部
返
上
于
室
町
殿
作
農
政
《
安
貞
元
年
十
月
十
三
日
》

・
午
時
参
殿
(
略
)
入
御
之
後
退
出
給
源
氏
物
語
料
紙
草
子
老
筆
更
不
可
叶
事
也
桐
壷
可

書
由
被
仰
甚
見
苦
事
欺
《
寛
喜
二
年
三
月
廿
七
日
》

・
書
源
氏
桐
壷
巻
老
眼
悪
筆
為
料
紙
不
便
《
寛
喜
二
年
三
月
廿
八
日
》

・
今
日
又
書
源
氏
詣
讐
《
寛
喜
二
年
四
月
三
日
》

・
書
源
氏
之
間
口
熱
発
歯
痛
朽
歯
極
弱
付
苧
如
少
年
嬰
児
引
落
了
《
寛
喜
二
年
四
月
四
日
》

・
午
時
許
参
殿
(
略
)
予
所
書
源
氏
i
g
s
二
帖
今
日
進
之
《
寛
喜
二
年
四
月
六
日
》

・
午
後
許
扶
病
参
冷
泉
殿
重
房
兼
廉
菅
長
重
菅
高
長
等
取
置
雑
文
書
明
後
日
廿
八
日
還
御

室
町
殿
云
々
無
出
御
之
気
付
重
房
進
入
源
氏
一
帖
夕
顔
忠
明
中
将
所
書
也
《
寛
喜
二
年

四
月
廿
六
日
》

井
爪

康
之
(
国
語
教
育
講
座
)

嘉
禄
元
年
に
五
十
四
帖
全
巻
を
揃
え
た
後
、
承
明
門
院
姫
君
の
た
め
に
、
紅
葉
賀
・
未
通
女
・

藤
裏
葉
、
三
巻
を
自
ら
書
写
し
、
摂
政
道
家
に
桐
壷
・
紅
葉
賀
、
二
帖
を
書
き
与
え
た
。
従
っ

て
、
記
録
に
現
れ
る
限
り
、
源
氏
物
語
の
定
家
本
揃
は
嘉
禄
元
年
本
だ
け
で
あ
る
。
定
家
自
筆

本
と
さ
れ
る
花
散
里
・
行
幸
・
柏
木
・
早
蕨
の
四
巻
は
、
明
月
記
に
い
う
、
定
家
が
書
写
し
与

え
た
桐
壷
・
紅
葉
賀
(
二
本
)
・
未
通
女
・
藤
裏
葉
巻
と
は
重
な
ら
な
い
か
ら
嘉
禄
元
年
本
か
と

想
定
さ
れ
て
い
ぢ
定
家
本
原
本
を
臨
模
し
た
明
融
本
が
九
帖
ヽ
続
い
て
明
融
を
含
め
た
寄
合

書
き
の
四
十
四
帖
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
原
本
に
非
常
に
忠
実
な
複
本
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

明
融
は
冷
泉
為
和
の
子
で
、
為
和
の
没
年
は
天
文
十
八
年
〈
一
五
四
九
〉
で
あ
る
か
ら
室
町
時

代
末
期
の
こ
と
で
あ
る
。
原
本
四
巻
と
忠
実
な
明
融
臨
模
本
か
ら
青
表
紙
本
原
本
の
形
態
的
特

徴
を
池
田
亀
鑑
博
士
は
次
の
三
点
に
絞
ら
れ
た
。

一
、
和
歌
は
二
字
ば
か
り
下
げ
て
別
行
と
し
、
次
の
地
の
文
は
直
ち
に
和
歌
に
続
く
こ
と
。

二
、
伊
行
の
源
氏
釈
そ
の
他
の
旧
注
が
本
文
当
該
箇
所
に
小
紙
片
を
以
て
掲
げ
ら
れ
て
ゐ

る
こ
と
。

三
、
帖
末
に
勘
物
が
存
す
る
こ
と
。
但
し
本
来
こ
れ
が
な
い
帖
も
あ
る
。

こ
の
三
点
を
備
え
た
青
表
紙
本
は
、
吉
見
正
頼
旧
蔵
、
飛
鳥
井
雅
康
自
筆
、
大
島
本
で
あ
る
。

関
屋
巻
末
に

文
明
十
三
年
九
月
十
八
日
依
大
内
左
京
兆
所
望
染
紫
毫
者
也

中
納
言
雅
康

と
あ
る
か
ら
文
明
十
三
年
〈
一
四
八
一
〉
大
内
政
弘
の
所
望
に
よ
り
飛
鳥
井
雅
康
が
書
写
し
た

本
で
あ
る
。
こ
の
本
は
『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
編
の
底
本
に
用
い
ら
れ
た
の
を
は
し
め
青
表

紙
本
の
最
善
本
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
。

青
表
紙
本
は
定
家
本
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
現
存
す
る
自
筆
四
帖
と
明
融
か
定
家
本
を
臨
模

し
た
九
帖
を
中
心
に
、
定
家
自
筆
本
・
明
融
臨
模
本
・
大
島
本
が
青
表
紙
本
の
原
本
に
最
も
近

い
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
青
表
紙
本
諸
本
に
系
統
的
対
立
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
青

表
紙
本
の
成
立
過
程
に
伴
う
複
数
の
本
の
存
在
を
想
定
す
る
説
や
池
田
亀
鑑
博
士
の
規
定
が
形

態
に
よ
り
過
ぎ
る
こ
と
か
ら
本
文
そ
の
も
の
に
基
づ
く
青
表
紙
本
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
更
に
、

自
筆
奥
入
に
残
存
す
る
本
文
が
自
筆
定
家
本
と
は
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
複
数
の
定
家
本
を
想

一

一
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井 爪 康 之

定
す
る
説
が
出
た
。
定
家
自
筆
本
・
明
融
臨
模
本
・
大
島
本
を
基
軸
に
す
る
グ
ル
ー
プ
と
こ
れ

に
対
抗
す
る
青
表
紙
本
の
系
統
が
点
在
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
実
態
を
直
視
し
て
青
表

紙
本
に
せ
ま
る
必
要
が
説
か
れ
て
い
る
。
青
表
紙
本
諸
本
の
系
統
的
研
究
史
に
つ
い
て
は
吉
岡

礦
氏
が
手
際
よ
く
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。
本
稿
も
そ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。

尋
流
抄
は
連
歌
師
日
下
部
忠
説
が
師
事
し
た
正
徹
・
宗
砺
の
講
尺
聞
書
を
中
心
に
一
条
兼
良

か
ら
有
職
故
実
の
指
導
を
受
け
て
ま
と
め
た
源
氏
物
語
注
釈
書
で
あ
る
。
成
立
は
文
明
十
六
年

〈
一
四
八
四
〉
で
あ
ろ
う
。
正
徹
の
師
、
今
川
了
俊
が
青
表
紙
本
を
高
く
評
価
し
た
の
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
は
、
定
家
崇
拝
の
念
と
も
相
俟
っ
て
正
徹
か
ら
宗
糊
よ
示
祇
の
連

歌
師
た
ち
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。
了
俊
は
彼
の
著
、
『
源
氏
之
雑
説
抄
物
』
の
中
で
青
表
紙

本
の
伝
来
に
注
目
す
べ
き
記
述
を
残
し
て
い
る
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
自
-
1
1
1
-
■

抑
青
表
紙
本
と
申
正
本
今
は
世
に
絶
た
る
欺
昔
か
の
本
未
失
時
兼
好
法
師
を
縁
に
て
堀
川

-
-
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
r

内
府
禅
門
の
本
に
交
合
有
し
時
一
見
仕
し
也
其
は
詞
も
あ
ま
た
替
て
み
え
し
也
其
時
草
紙

-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
-
-
-
-

の
寸
法
ま
て
も
移
た
り
し
本
在
之
凡
天
下
に
今
源
氏
物
語
の
号
本
は
河
内
本
・
青
表
紙
此

二
本
也
説
か
は
り
た
る
事
は
お
ほ
か
ら
ぬ
欺
多
分
同
物
也
さ
の
み
才
覚
を
い
は
ん
と
て
素

寂
か
注
加
た
る
事
等
多
欺
然
間
定
家
卿
の
注
に
は
不
審
・
未
考
な
と
ゝ
か
ゝ
れ
た
る
事
も

I
-
1
1
1
1
1
a
1
1
-
-
-
-
-
-
!
―
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
-
-
-
-
-
―
―

有
に
や
如
何
様
に
も
詞
は
青
表
紙
の
本
猶
面
白
く
存
也
《
「
源
氏
之
雑
説
抄
物
」
(
『
師
説
自

見
集
』
所
収
)
》

了
俊
が
師
説
自
見
集
を
完
成
さ
せ
た
応
永
十
五
年
〈
一
四
〇
八
〉
頃
に
は
、
青
表
紙
本
は
散

逸
し
た
が
、
昔
、
兼
好
の
縁
で
一
見
し
た
時
寸
法
ま
で
変
わ
ら
ぬ
よ
う
作
成
し
た
複
本
が
あ
っ

た
。
飛
鳥
井
雅
康
が
大
島
本
を
書
写
し
た
の
は
文
明
十
三
年
〈
一
四
八
一
〉
で
あ
る
。
明
融
の

青
表
紙
本
臨
模
は
天
文
十
八
年
〈
一
五
四
九
〉
以
後
で
あ
ろ
う
か
。
明
融
は
冷
泉
為
和
の
子
で

あ
る
か
ら
冷
泉
家
に
は
青
表
紙
本
正
本
が
、
少
な
く
と
も
八
帖
、
存
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て

い
柳
。
了
俊
は
青
表
紙
本
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
弟
子
正
徹
も
こ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
。
正

徹
と
冷
泉
家
に
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
尋
流
抄
の
編
者
日
下
部
忠
説
は
正
徹
に
師
事
し
た

宗
砺
に
連
歌
・
源
氏
物
語
を
学
ん
だ
。
青
表
紙
本
に
思
い
を
寄
せ
、
伝
来
に
関
わ
っ
て
き
た
正

徹
・
宗
砺
の
講
尺
に
於
け
る
「
定
家
本
」
を
通
し
て
現
存
青
表
紙
本
が
持
つ
諸
問
題
の
一
端
に

触
れ
て
み
た
い
。

一

「
つ
ま
か
け
」
と
「
つ
き
か
け
」

m
お
り
く
の
っ
ま
影
(
来
摘
花
二
二
六
5
)

は
し
く
の
心
也
影
ハ
俤
な
と
云
類

1

也
亦
親
行
本
に
は
お
り
く
の
月
影
と
ア
リ
定
家
回
本
ハ
つ
ま
影
也
近
江
君
の
詞
ニ
つ

ま
こ
ゑ
と
あ
る
も
こ
の
詞
也
っ
ま
く
は
し
く
同
心
也
《
尋
流
抄
》

先
行
注
釈
書
で
は
、
『
糾
』
・
『
奥
入
』
に
は
往
記
が
な
く
、
『
釈
』
の
本
文
に
当
面
考
察
対
象

一
二

に
す
る
異
文
は
な
い
。
異
本
紫
明
痢
・
紫
明
耐
も
言
及
し
て
い
な
い
。
現
存
諸
本
の
本
文
は
「
月

か
け
」
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
河
海
抄
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

お
り
く
の
っ
ま
か
け
な
と
も
(
末
摘
花
二
二
六
5
)

お
り
く
の
っ
ま
也
か
け
は

つ
き
た
る
詞
也
お
も
か
け
な
と
い
ふ
同
儀
也
近
江
君
詞
に
っ
ま
こ
ゑ
と
あ
る
も
此
鉢
欺

《
河
海
抄
》

天
理
善
本
叢
書
所
収
の
河
海
抄
に
も
「
月

親
行
説
如
何
」
が
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
四
辻
善
成

の
も
う
一
つ
の
注
釈
書
で
あ
る
千
鳥
抄
に
も
、

一
つ
ま
か
け
(
末
摘
花
二
二
六
5
)

か
た
は
し
の
鉢
也
《
千
鳥
痴
》

と
あ
る
の
で
、
善
成
に
は
自
信
の
あ
る
注
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
尋
流
抄
の
注
は
河
海
抄
の
「
か

げ
」
=
「
俤
」
説
と
千
鳥
抄
の
「
つ
ま
」
9
「
か
た
は
し
=
は
し
は
い
」
の
注
を
合
成
し
た
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
天
理
本
河
海
抄
に
傍
書
し
て
あ
る
「
月

親
行
説
如
何
」
は
尋
流
抄
で
は
注

の
本
文
に
組
込
ま
れ
て
、
「
親
行
本
」
は
河
内
本
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
「
つ
ま
か
け
」
が
定
家

の
本
で
あ
る
と
は
善
成
は
記
し
て
い
な
い
。
河
内
本
に
対
抗
す
る
形
で
採
用
し
た
本
文
で
あ
る

か
ら
定
家
の
本
で
あ
る
、
こ
れ
は
尋
流
抄
の
編
者
忠
説
の
判
断
で
あ
ろ
う
。
青
表
紙
本
に
特
定

す
る
根
拠
は
示
し
て
い
な
い
。
「
定
家
本
」
の
確
証
は
な
い
も
の
の
善
成
が
採
用
し
注
を
つ
け
る

の
に
値
す
る
有
力
な
本
文
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
覆
勘
本
の
学
習
院
大
学
本
河
海
抄
に
は
こ
の
傍
書
が
な
い
。
天
理
本
の
傍
書
は

写
真
版
で
は
色
が
薄
く
出
て
お
り
、
朱
と
も
墨
と
も
判
読
し
か
ね
る
。
こ
の
種
の
書
込
み
は
足

利
義
詮
に
献
上
し
た
稿
本
か
と
言
わ
れ
る
「
中
書
之
肘
」
の
間
に
も
異
同
が
あ
り
、
な
い
場
合

も
あ
っ
て
不
安
定
で
あ
砧
。
「
月
影
が
親
行
の
説
で
、
河
内
本
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
河
海
抄

の
作
者
、
善
成
の
言
と
は
断
じ
か
ね
る
。

「
月
か
け
」
の
本
文
は
河
内
本
だ
け
で
は
な
い
。
現
存
本
文
が
す
べ
て
同
じ
本
文
で
あ
る
か

ら
青
表
紙
本
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
「
つ
ま
か
け
」
は
現
存
し
な
い
が
、
河
海
抄
が
成
立
し
た

当
時
は
有
力
な
独
自
異
文
で
あ
っ
た
。
忠
説
が
こ
れ
を
青
表
紙
本
に
し
た
根
拠
は
不
明
で
あ
る

し
、
河
海
抄
の
一
本
に
傍
書
さ
れ
る
「
月
か
け
」
親
行
説
の
出
所
も
明
ら
か
で
な
い
。

6
1
お
り
く
の
つ
き
か
け
(
末
摘
花
二
二
六
5
)

つ
ま
か
け
と
あ
る
本
も
あ
れ
と
月

影
郵
な
を
ま
さ
れ
る
に
ゃ
き
文
字
を
か
き
あ
や
ま
り
て
っ
ま
と
よ
み
た
る
本
や
あ
り
け

ん
末
摘
の
御
も
と
へ
月
夜
に
出
給
し
時
は
な
の
や
う
は
か
っ
く
み
と
か
め
た
ま
は
ぬ

事
は
あ
ら
し
と
お
も
ふ
な
り
《
花
鳥
余
情
》

花
鳥
余
情
も
「
つ
ま
か
け
」
の
本
文
に
言
及
し
て
い
る
。
「
つ
き
」
と
「
つ
ま
」
を
比
較
し
て
「
つ

き
」
を
採
る
が
、
月
影
は
な
を
ま
さ
れ
る
に
や
、
と
記
す
の
み
で
、
誤
写
説
を
出
し
て
凌
い
で

い
る
。
「
未
」
を
字
母
に
す
る
「
ま
」
と
「
支
」
を
字
母
に
す
る
「
き
」
は
紛
ら
わ
し
い
。
兼
良

が
い
う
よ
う
に
、
誤
写
・
誤
読
の
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
つ
ま
か
け
」
の
本
文
を
兼
良
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が
実
見
し
た
と
は
い
え
な
い
。
傍
点
部
の
よ
う
に
、
助
動
詞
「
け
ん
」
を
使
っ
て
過
去
の
伝
聞

推
量
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
兼
良
自
身
は
「
つ
ま
か
け
」
の
本
文
を
見
て
ぃ
な
か
っ
た
よ
う

に
も
思
え
る
。
花
鳥
余
情
の
成
立
し
た
頃
は
「
つ
ま
か
け
」
の
本
文
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
、

見
な
か
っ
た
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
河
海
抄
の
注
だ
け
を
見
て
注
を
付
け
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
天
理
大
学
付
属
図
書
館
蔵
河
海
抄
(
懸
架
番
号
九
一
三
こ
二
六
j
イ
四
三
)
は
伝
一
条
兼
良

筆
と
さ
れ
、
中
書
本
系
最
古
の
写
本
で
あ
る
。
こ
の
本
に
「
つ
ま
か
け
」
の
本
文
が
採
用
さ
れ
、

傍
書
に
、
「
月
か
け
」
が
河
内
本
で
あ
る
こ
と
に
疑
義
を
呈
し
て
い
た
。
書
込
み
は
兼
良
の
も
の

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
花
鳥
余
情
と
河
海
抄
の
書
込
み
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
「
つ
ま
か
け
」

は
「
つ
き
か
け
」
の
誤
写
(
花
鳥
余
情
)
、
「
つ
き
か
け
」
は
河
内
本
に
限
ら
な
い
《
親
行
説
へ

の
疑
義
》
(
伝
一
条
兼
良
筆
河
海
抄
書
込
)
、
こ
の
二
つ
に
は
整
合
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
兼
良

は
「
つ
ま
か
け
」
の
本
文
を
認
め
な
い
立
場
を
貫
い
て
い
る
。

尋
流
抄
は
河
海
抄
の
注
を
敷
折
し
て
採
録
し
た
。
花
鳥
余
情
は
河
海
抄
の
注
を
批
判
し
て
斥

け
た
。
立
場
は
全
く
反
対
で
あ
る
が
、
河
海
抄
を
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
推
測
す
る
に
、
尋
流
抄
の
引
用
本
文
や
花
鳥
余
情
の
注
は
、
本
文
の
存
否
と

は
別
に
、
注
釈
書
の
引
用
本
文
だ
け
が
残
り
、
こ
れ
を
注
釈
対
象
に
し
た
り
、
引
用
す
る
こ
と

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

本
文
に
戻
る
と
、
「
お
り
く
の
」
は
共
通
で
あ
る
か
ら
問
題
に
な
る
の
は
「
つ
き
か
け
」
か

「
つ
ま
か
け
」
か
で
あ
る
。
「
つ
き
か
け
」
は
「
月
影
」
に
解
さ
れ
、
月
に
照
ら
さ
れ
た
人
の
姿

で
、
源
氏
物
語
に
も
使
用
さ
れ
て
ぃ
砧
。
「
つ
ま
か
け
」
は
辞
書
類
に
は
記
述
が
な
い
。
善
成
が

説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
つ
ま
」
は
「
端
」
の
意
味
で
、
「
か
け
」
に
は
実
質
的
な
意
味
が
な

い
。
本
文
に
は
、

花
の
と
か
め
を
な
を
あ
る
や
う
あ
ら
む
と
お
も
ひ
あ
は
す
る
お
り
く
の
月
か
け
な
と
を

い
と
お
し
き
も
の
か
ら
を
か
し
う
ぉ
も
ひ
な
り
ぬ
(
末
摘
花
二
二
六
穏
)

と
あ
る
。
現
代
の
注
釈
書
類
の
中
で
、
『
完
本
源
氏
物
語
』
は
次
の
よ
う
に
句
を
切
り
、
漢
字
を

あ
て
ぃ
る
。

花
の
咎
め
を
、
な
ほ
あ
る
や
う
あ
ら
む
と
思
ひ
あ
は
す
る
を
り
を
り
の
月
影
な
ど
を
、
い
と

ほ
し
き
も
の
か
ら
を
か
し
う
思
ひ
な
り
ぬ
。
《
完
本
源
氏
物
磁
》

現
存
本
の
「
月
か
け
」
に
異
文
は
な
い
が
、
も
う
少
し
広
く
み
る
と
、
異
同
が
生
し
て
い
る
。

こ
の
辺
の
本
文
が
不
安
定
で
、
文
意
に
揺
れ
が
あ
り
落
ち
着
か
な
い
。

お
も
ひ
あ
は
る
す
お
り
く
の
月
か
け
な
と
を
I
お
も
ひ
な
り
ぬ
(
お
は
す
る
お
り
く

I

月
か
け
な
と
を
)
横

『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
編
に
よ
れ
ば

底
本
の
大
島
本
で
は

お
も
ひ
あ
は
す
る
お
り
の
く
月
か
け
な
と
を

と
あ
る
部
分
が
、

横
山
本
の
本
行
に
は
、

お
も
ひ
な
り
ぬ

と
あ
っ
た
。
「
な
り
ぬ
」
を
ミ
セ
ヶ
チ
に
し
て
括
弧
書
の
部
分
を
補
入
し
た
、
横
山
本
の
修
正
本

文
を
前
後
を
補
っ
て
書
出
し
て
み
よ
う
。

花
の
と
か
め
を
な
を
あ
る
や
う
あ
ら
む
と
お
も
ひ
お
は
す
る
お
り
く
月
か
け
な
と
を
い

と
お
し
き
も
の
か
ら
を
か
し
う
ぉ
も
ひ
な
り
ぬ

こ
の
横
山
本
の
修
正
本
文
は
で
は
、
「
お
は
す
る
お
り
く
月
か
け
」
の
部
分
の
「
お
は
す
る
」

の
主
語
は
源
氏
に
な
り
、
源
氏
が
尋
ね
て
来
ら
れ
る
折
々
、
月
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
末
摘
花
の
姿
を
大
輔
の
命
婦
は
気
の
毒
に
思
い
な
が
ら
も
お
か
し
く
思
う
よ
う
に
も

な
っ
た
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
月
光
に
晒
さ
れ
る
の
は
あ
く
ま
で
も
仮
定
の
話
で
、

も
し
そ
ん
な
こ
と
が
生
じ
た
ら
、
と
命
婦
は
空
想
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
応
、
受
け
入
れ
ら

れ
る
。
確
か
に
「
月
か
け
」
も
活
き
て
く
る
。
と
い
う
の
は
、
底
本
の
ま
ま
で
は
、
こ
の
一
文

の
主
語
は
大
輔
の
命
婦
で
、
折
々
の
月
影
は
、
大
輔
の
命
婦
が
月
光
に
見
た
末
摘
花
の
姿
で
あ

る
。
こ
れ
で
は
、
命
婦
は
日
常
生
活
で
末
摘
花
を
し
か
と
見
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

源
氏
は
と
も
か
く
、
大
輔
の
命
婦
と
末
摘
花
が
か
か
る
状
態
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点

は
、
現
存
本
文
で
は
、
処
理
が
む
ず
か
し
い
よ
う
で
、
小
学
館
の
『
日
本
古
典
全
書
』
昶
で
は

「
思
ひ
あ
は
す
る
」
は
「
を
り
を
り
の
月
影
」
に
か
か
る
、
と
頭
注
し
、
「
花
の
咎
め
1

を
「
あ

る
や
う
あ
ら
む
」
と
「
思
ひ
あ
は
す
る
」
の
避
け
て
、
と
き
お
り
月
明
り
で
見
た
姫
君
の
お
顔

に
思
い
当
っ
て
、
と
口
語
訳
す
る
け
れ
ど
も
、
な
ぜ
、
大
輔
の
命
婦
が
、
源
氏
と
同
じ
よ
う
に
、

末
摘
花
を
月
光
の
下
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、
理
解
し
に
く
い
。
大
輔
の
命
婦
の

父
、
兵
部
大
輔
は
末
摘
花
の
兄
か
と
も
考
え
ら
れ
る
間
柄
で
あ
砧
。
女
房
の
よ
う
に
密
着
し
た

生
活
は
し
て
い
な
い
が
、
大
輔
の
命
婦
と
源
氏
で
は
末
摘
花
に
対
す
る
接
し
方
が
異
な
る
の
が

自
然
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

末
摘
花
と
大
輔
の
命
婦
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

―
-
-
―
-
-
-
-
-
-
-
-
-
―
-
-
-
-
-
-
1
1
1
1
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

①
さ
へ
き
よ
ひ
な
と
も
の
こ
し
に
て
そ
か
た
ら
ひ
侍
る
(
末
摘
花
二
〇
二
7
)

②
命
婦
は
ま
ゝ
は
ゝ
の
あ
た
り
は
す
み
も
つ
か
す
ひ
め
君
の
御
あ
た
り
を
む
つ
ひ
て
こ
ヽ

に
は
く
る
な
り
け
り
(
末
摘
花
二
〇
三
1
)

③
な
ま
わ
つ
ら
は
し
く
を
む
な
君
の
御
あ
り
さ
ま
も
よ
つ
か
は
し
く
よ
し
め
き
な
と
も
あ

I
―
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

ら
ぬ
を
中
く
な
る
み
ち
ひ
き
に
い
と
お
し
き
事
や
み
ぇ
む
な
む
と
思
ひ
け
れ
と
君
の

か
う
ま
め
や
か
に
の
給
ふ
に
き
ゝ
い
れ
さ
ら
む
も
ひ
か
く
し
か
る
へ
し
(
末
摘
花
二

一

一一

一
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一
〇
5
)

②
は
抽
象
的
で
わ
か
り
に
く
い
。
①
で
は
も
の
ご
し
に
語
る
で
あ
る
か
ら
、
男
女
の
ま
だ
う
ち

解
け
な
い
状
況
に
等
し
く
容
貌
を
具
に
見
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
③
の
「
い
と
お
し
き
事
」
の

内
容
は
男
女
の
仲
が
不
首
尾
に
終
る
意
味
に
と
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
来
摘
花
の
欠
点
に
読

む
こ
と
も
で
き
る
。
大
輔
の
命
婦
が
気
に
す
る
、
来
摘
花
の
欠
点
に
容
姿
も
含
ま
れ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
横
山
本
に
は
興
味
を
お
ぼ
え
る
。
前
後
を
補
っ
て
横
山
本
の
本
行
と
り
出
し

て
み
よ
う
。

花
の
と
か
め
を
あ
る
や
う
あ
ら
む
と
お
も
ひ
い
と
お
し
き
も
の
か
ら
を
か
し
う
お
も
ひ
な

り
ぬ

こ
れ
は
「
お
も
ひ
」
が
近
接
す
る
箇
所
に
あ
る
た
め
に
生
じ
た
目
移
り
に
よ
る
誤
写
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
を
修
正
す
る
の
に
現
存
本
を
そ
の
ま
ま
用
い
な
か
っ
た
の
は
の
は
、
先
述
し
た

不
自
然
さ
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
横
山
本
は
鎌
倉
中
期
の
古
書
写
本
で
あ
ぴ
。
吉
岡
噴

氏
は
桐
壷
巻
を
取
り
上
げ
て
横
山
本
は
池
田
本
系
統
の
本
文
を
肖
柏
本
二
二
条
西
家
本
系
統
の

本
文
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
混
態
本
で
あ
る
と
さ
れ
砧
。
「
あ
は
す
る
」
と
「
お
は
す
る
」
は
一
字

の
相
違
で
あ
る
。
し
か
も
、
字
形
は
酷
似
す
る
。
不
注
意
に
よ
る
誤
記
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一

字
の
違
い
で
文
意
は
大
き
く
変
わ
る
。
そ
の
不
注
意
は
横
山
本
以
外
に
も
生
じ
う
る
。
「
お
」
を

「
あ
」
に
誤
写
す
る
お
そ
れ
は
逆
の
場
合
と
同
じ
程
度
の
パ
ー
セ
ン
テ
イ
ジ
が
あ
る
。
現
存
諸

本
に
異
同
が
な
い
状
況
か
ら
見
て
、
こ
の
現
象
が
起
き
た
す
れ
ば
、
早
い
段
階
で
あ
ろ
う
。
数

量
的
に
は
と
る
に
足
ら
な
い
ほ
ど
、
横
山
本
が
誤
写
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、
字
形

は
似
て
い
る
が
、
文
意
に
隔
り
が
あ
る
の
で
、
横
山
本
は
有
意
の
独
自
異
文
で
あ
る
。
片
桐
洋

一
氏
は
定
家
自
筆
奥
入
に
残
存
す
る
本
文
が
横
山
本
・
池
田
本
・
御
物
本
の
鎌
倉
時
代
に
書
写

さ
れ
た
古
写
本
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
横
山
本
の
独
自
異
文
が
定
家
自
筆
奥
入
の
本
文
に

一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
青
表
紙
本
諸
本
を
系
統
化
す
る
と
従
来
の
定
家
自
筆
本
・
明

融
臨
模
本
・
大
島
本
に
対
し
て
陽
明
文
庫
本
・
吉
田
本
・
横
山
本
・
榊
原
本
と
い
う
鎌
倉
か
ら

南
北
朝
期
書
写
の
伝
本
グ
ル
ー
プ
が
対
立
す
る
こ
と
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
砧
。

横
山
本
が
本
行
・
修
正
本
と
も
に
現
存
本
唯
一
の
異
文
で
あ
る
か
ら
「
つ
ま
か
け
」
の
本
文

は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
青
表
紙
本
の
中
で
も
有
力
な
横
山
本
が
独
自
異
文
を
持
つ
の
は
「
月

か
け
」
に
従
え
な
い
も
の
を
感
じ
る
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
河
海
抄
が
敢
え
て
こ
の
本
文
を

採
り
、
か
な
り
強
引
な
注
を
つ
け
る
の
も
そ
の
所
為
で
あ
ろ
う
。
定
家
の
本
は
、
端
影
だ
、
こ

れ
が
忠
説
の
独
断
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
了
俊
・
正
徹
に
吟
味
さ
れ
て
宗
砺
に
伝
承
さ
れ
た
注

で
あ
ろ
う
。
冷
泉
家
に
定
家
自
筆
本
が
天
文
十
八
年
頃
に
伝
存
し
た
な
ら
、
正
徹
が
一
見
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
片
桐
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
定
家
自
筆
本
に
は
校
訂
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。

一
四

「
つ
き
か
け
」
と
「
つ
ま
か
け
」
は
一
字
違
い
、
し
か
も
、
「
支
」
と
「
未
」
の
草
体
は
紛
ら
わ

し
い
。
「
つ
ま
か
け
」
の
「
未
」
に
「
支
」
を
傍
書
す
る
か
削
っ
て
重
ね
書
き
を
し
た
「
定
家
の

本
」
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
気
が
す
る
。

ニ

「
こ
え
さ
ら
ん
」
と
「
こ
え
か
た
き
」

5
8
な
か
こ
え
さ
ら
ん
(
若
紫
一
八
一
1
4
)

人
し
れ
す
身
ハ
い
そ
け
共
年
ヲ
経
て
な
そ

越
さ
ら
ん
相
坂
の
関

定
家
の
本
に
ハ
な
そ
こ
え
さ
ら
ん
か
た
き
と
あ
り
と
奥
入
の
儀

な
そ
こ
え
さ
ら
ん
ハ
伊
行
釈
共
《
尋
流
抄
)

こ
の
場
合
、
定
家
の
本
が
源
氏
物
語
の
本
か
、
後
撰
集
m
一
番
歌
の
こ
と
か
、
注
釈
文
か
ら
は
判

断
し
に
く
い
。
今
川
了
俊
の
『
源
氏
之
雑
説
抄
物
』
で
は
「
青
表
紙
本
」
又
は
「
青
表
紙
」
が

定
家
の
注
釈
を
意
味
す
る
こ
と
が
あ
ぴ
。
本
歌
を
指
摘
し
た
後
、
本
文
の
異
同
に
言
及
し
て
あ

る
か
ら
、
了
俊
の
流
儀
を
援
用
し
て
、
「
定
家
の
本
に
は
」
を
「
定
家
の
注
に
は
」
と
読
み
か
え

る
と
、
定
家
の
注
に
は
「
こ
え
か
た
き
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
『
奥
入
』
の
説
で
あ
る
、
「
な
そ
こ

え
さ
ら
ん
」
は
伊
行
の
『
釈
』
と
も
言
わ
れ
る
、
と
な
る
。
こ
れ
な
ら
ば
、
後
撰
集
の
本
文
異

同
に
関
す
る
注
で
決
着
す
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
尋
流
抄
の
注
に
句
読
点
を
打
つ
と
次
の
よ

ヽ
つ
に
な
ろ
ヽ
フ
。

人
し
れ
す
身
ハ
い
そ
け
共
年
ヲ
経
て
な
そ
越
さ
ら
ん
相
坂
の
関

定
家
の
本
に
ハ
こ
え
さ

ら
ん
か
た
き
と
あ
り
と
、
奥
入
の
儀
。
な
そ
こ
え
さ
ら
ん
ハ
伊
行
釈
共
。

『
奥
ざ
に
a
ヽ

・
人
し
れ
ぬ
身
は
い
そ
け
と
も
と
し
を
へ
て

な
と
こ
え
か
た
き
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
《
奥
入
(
一
次
)
》

・
人
し
れ
す
身
は
い
そ
け
と
も
年
を
へ
て

I
-
1
1
1
1
1
自
1
1
1
-
-
-
-
-
-

な
と
こ
え
か
た
き
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
《
奥
(
二
次
)
》

と
あ
り
、
小
異
は
あ
る
も
の
の
、
「
こ
え
か
た
き
」
に
異
同
が
な
い
。
定
家
本
後
撰
集
も
「
こ
え

か
た
き
」
で
あ
肩
。

と
こ
ろ
が
、
『
釈
』
に
は
、

な
そ
こ
え
さ
ら
ん
と
ぅ
ち
す
し
た
ま
へ
る
を
身
に
し
み
て
わ
か
き
人
く
ぉ
も
へ
り
(
若

紫
一
八
一
1
4
)

傍
線
部
の
引
用
本
文
に
異
文
が
あ
る
。

・
な
と
こ
え
さ
ら
ん
《
冷
泉
家
本
》

・
な
と
こ
ひ
さ
ら
ん
《
前
田
家
本
》

・
な
そ
こ
え
さ
ら
ん
《
都
立
中
央
図
書
館
本
》

引
用
本
文
は
と
も
あ
れ
、
引
歌
を
指
摘
す
る
の
は
都
立
中
央
図
書
館
本
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
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尋流抄所引の定家本と親行本

ま
、
'
I

な
そ
こ
え
さ
ら
ん
と
う
ち
す
し
た
ま
へ
る
を
(
略
)

人
し
れ
す
身
は
い
そ
け
共
年
を
へ
て
な
そ
こ
え
か
た
き
相
坂
の
関
《
都
立
中
央
図
書
館
本
》

と
あ
っ
て
、
伊
行
の
『
釈
』
が
引
用
す
る
後
撰
和
歌
集
は
「
こ
え
か
た
き
」
(
都
立
中
央
図
書
館

本
)
で
あ
る
か
、
引
歌
の
指
摘
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
尋

流
抄
の
「
こ
え
さ
ら
ん
」
は
『
釈
』
の
後
撰
集
m
一
番
歌
で
は
な
く
、
源
氏
物
語
引
用
本
文
の
こ

と
に
な
る
。
改
め
て
源
氏
物
語
の
本
文
が
問
題
に
な
る
。

源
氏
物
語
本
文
に
は

な
そ
こ
え
さ
ら
ん
大
麦
阿
1
な
そ
こ
ひ
さ
ら
ん
御
榊
池
三
中
尾
-
な
そ
こ
ひ
(
え
)
さ
ら

ん
横
―
な
そ
こ
ひ
(
え
)
さ
ら
む
七
-
な
そ
う
る
さ
か
ら
ん
貳

-

-

の
異
文
が
あ
る
。
「
こ
え
か
た
き
」
の
本
文
は
現
存
し
な
い
。
河
海
抄
に
は
、
そ
の
観
点
か
ら
は
、

興
味
あ
る
注
が
つ
い
て
い
る
。

な
そ
こ
え
さ
ら
ん
(
若
紫
一
八
一
1
4
)

人
し
れ
す
身
は
い
そ
け
と
も
年
を
へ
て
な
そ
こ
え
か
た
き
相
坂
の
関

伊
行
尺
に
は
な
そ
恋
さ
ら
ん
と
云
々
奥
入
に
は
こ
え
か
た
き
と
あ
り
理
可
然
《
河
海
抄
》

先
述
し
た
よ
う
に
、
『
釈
』
所
引
の
後
撰
集
の
本
文
は
「
こ
え
か
た
き
」
以
外
は
現
存
し
な
い
。

一
方
、
尋
流
抄
が
い
う
「
定
家
の
本
」
の
「
こ
え
か
た
き
」
は
源
氏
物
語
本
文
に
現
存
し
な
い
。

『
釈
』
の
引
用
す
る
源
氏
物
語
本
文
の
中
に
「
恋
さ
ら
ん
」
が
前
田
家
本
と
冷
泉
家
本
が
傍
書

す
る
I
本
に
あ
る
。
現
存
源
氏
物
語
本
文
と
し
て
も
、
青
表
紙
本
で
は
大
島
本
・
肖
柏
本
以
外

は
す
べ
て
こ
れ
を
採
る
。
こ
の
点
が
ら
は
、
河
海
抄
の
奥
入
に
あ
る
と
い
う
「
こ
え
か
た
き
」

は
源
氏
物
語
本
文
で
は
な
く
、
後
撰
集
の
定
家
本
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
相
対
し
て
、
河
海

抄
に
、
と
り
あ
げ
ら
れ
た
釈
の
「
な
そ
恋
さ
ら
ん
」
も
、
注
の
文
脈
か
ら
は
後
撰
集
の
本
文
の

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
『
釈
』
が
引
用
す
る
後
撰
集
に
は
な
く
、
源
氏
物
語
の
有
力

本
文
で
あ
る
か
ら
複
雑
で
あ
る
。
善
成
は
更
に
「
理
可
然
」
と
し
て
、
「
こ
え
か
た
き
」
の
方
が

筋
が
通
る
と
い
う
。

こ
れ
を
整
理
す
る
と
、
現
存
す
る
『
釈
』
の
引
用
す
る
後
撰
和
歌
集
本
文
は
「
こ
え
が
た
き
」

に
限
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
河
海
抄
や
尋
流
抄
が
「
伊
行
釈
」
に
指
摘
す
る
と
い
う
「
恋
さ
ら

ん
」
は
後
撰
集
の
本
文
で
は
な
く
、
源
氏
物
語
の
本
文
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
と
対
照

し
て
指
摘
さ
れ
る
、
定
家
の
「
こ
え
か
た
き
」
も
源
氏
物
語
の
本
文
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
源
氏
物
語
の
本
文
は
現
存
し
な
い
か
ら
、
散
逸
し
た
か
、
伝
来
し
な
か
っ
た
定
家
本
を
尋

流
抄
の
編
者
日
下
部
忠
説
が
記
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
少
し
理
屈
が
過
ぎ
る
よ
う
で
定
家

の
本
は
定
家
の
説
・
注
釈
の
意
で
奥
入
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

三

「
月
」
と
「
琴
」

1
1
6
琴
の
音
も
菊
も
え
な
ら
ぬ
宿
な
か
ら
難
面
人
を
引
や
と
め
け
る
右
馬
頭
(
帚
木
五
四
9
)

下
の
詞
ニ
い
と
わ
ろ
か
ん
め
り
と
有
ル
ハ
自
慢
の
詞
也
悪
く
は
申
た
る
歎
の
心
に
い
へ

I

り
顔
行
か
4

に
月
も
え
な
ら
ぬ
と
有
定
家
は
菊
也
河
海
説
《
尋
流
抄
》

月
と
菊
の
異
同
で
あ
る
が
、
河
海
抄
が
河
内
本
と
定
家
の
本
、
即
ち
、
青
表
紙
本
を
対
比
し

て
以
来
問
題
に
な
っ
て
き
た
。
河
海
抄
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
と
の
ね
も
月
も
え
な
ら
ぬ
や
と
な
か
ら
(
帚
木
五
四
9
)

1

定
家
卿
本
菊
も
え
な
ら
ぬ
云
々

親
行
本
は
月
也
《
河
海
抄
》

簡
単
に
両
本
の
異
同
だ
け
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
現
存
の
源
氏
物
語
本
文
は
「
菊
」
が
河
内

本
で
「
月
」
が
青
表
紙
本
系
で
あ
る
の
で
、
河
海
抄
の
記
述
と
は
全
く
逆
に
な
る
。
既
に
、
考

察
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
あ
と
で
ふ
れ
る
。
『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
編
に
よ
り
伝
本
の
状

況
を
確
認
し
て
お
く
。

月
-
月
(
き
く
)
秀
。
月
も
I
菊
も
河
。

こ
の
よ
う
に
、
青
表
紙
本
で
は
、
冷
泉
為
秀
本
が
、
本
行
の
「
月
」
の
右
旁
に
仮
名
書
き
で
「
き

く
」
と
書
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
河
内
本
は
す
べ
て
「
菊
」
で
あ
る
。
伝
本
間
の
異
同
に
つ

い
て
は
阿
部
秋
生
・
池
田
利
夫
氏
の
詳
し
い
考
察
が
あ
砧
。
阿
部
秋
生
は
現
存
伝
本
の
状
況
か

ら
、
青
表
紙
本
は
本
来
「
月
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
池
田
氏
は
河
海
抄
の
注
は
善
成
の
事
実

誤
認
の
可
能
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
青
表
紙
本
を
庶
幾
し
た
連
歌
師
が
そ
の
注
釈
書
な
ど
の
引
用

本
文
に
「
菊
」
を
採
る
と
こ
ろ
か
ら
、
定
家
の
本
に
、
「
月
」
と
「
菊
」
の
本
文
を
持
つ
複
数
の

存
在
を
想
定
さ
れ
る
。

尋
流
抄
の
注
は
、
独
自
注
と
河
海
抄
の
注
を
併
記
す
る
形
で
構
成
し
て
い
る
。
引
用
本
文
は
、

河
海
抄
が
、
善
成
の
い
う
定
家
本
の
「
菊
」
を
と
ら
ず
に
、
「
月
」
に
す
る
の
に
対
し
て
尋
流
抄

は
定
家
本
の
「
菊
」
を
採
る
。
連
歌
師
は
定
家
崇
拝
の
念
も
手
伝
っ
て
、
青
表
紙
本
を
高
く
評

価
し
て
き
た
。
そ
の
あ
ら
わ
れ
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
本
文
は
宗
砺
に
師
事
し
た
宗
祇
の
帚
木

別
注
・
宗
祇
の
弟
子
藤
正
存
が
纏
め
た
一
葉
抄
に
も
採
ら
れ
て
い
侈

庭
の
も
み
ち
こ
そ
ふ
み
分
た
る
あ
と
も
な
け
れ
と
ね
た
ま
す
菊
を
を
り
て
(
帚
木
五
四
7
)

こ
と
の
ね
も
菊
も
え
な
ら
ぬ
宿
な
か
ら
つ
れ
な
き
人
を
ひ
き
や
と
め
け
る

庭
の
紅
葉
こ
そ
ふ
み
分
た
る
跡
も
な
け
れ
と
ね
た
ま
す
と
云
事
大
か
た
心
得
か
た
き
に

や
(
略
)
(
雨
夜
談
携
》

9
0
こ
と
の
ね
も
き
く
も
え
な
ら
ぬ
(
帚
木
五
四
9
)

花
え
な
ら
ぬ
と
云
詞
あ
ま
た
あ

り
(
略
)
(
一
葉
剔
)

-

五
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も
う
一
つ
、
天
理
図
書
館
本
蔵
青
表
紙
本
の
一
本
に
は
本
行
が
「
き
く
」
で
「
月
イ
」
と
傍
書

し
、
「
月
」
「
菊
」
両
説
が
あ
り
、
「
菊
」
が
定
家
本
で
あ
る
こ
と
を
書
き
添
え
て
い
る
。

き
く
も
え
な
ら
ぬ
宿
な
か
ら
《
天
理
図
書
館
蔵
源
氏
物
語

九
百
万
三
六
-
イ
ー
四
七

二
巻
二
八
丁
》

こ
の
本
は
大
庭
賢
兼
が
源
氏
物
語
一
部
を
三
十
冊
に
書
写
校
合
し
、
欄
外
・
行
間
に
諸
注
を

書
き
込
ん
で
集
成
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。
大
庭
賢
兼
は
最
初
大
内
氏
に
、
滅
亡
後
は
毛
利
元

就
に
奉
行
と
し
て
仕
え
た
。
権
力
の
中
枢
に
あ
っ
て
有
能
な
実
務
官
僚
で
あ
り
な
が
ら
文
事
を

好
ん
昌
。
元
就
が
死
去
し
た
元
亀
二
年
〈
一
五
七
二
〉
六
月
十
二
日
、
剃
髪
し
宗
分
を
名
の
る
。

宗
分
は
永
禄
十
年
〈
一
五
六
七
〉
六
月
以
前
に
源
氏
物
語
を
書
写
所
持
し
て
い
た
よ
う
で
あ
晨
。

こ
れ
を
冷
泉
宗
清
本
で
校
合
し
た
。
元
就
没
後
の
元
亀
三
年
〈
一
五
七
二
〉
二
月
朔
日
に
始
め

元
亀
四
年
四
月
十
八
日
に
夢
浮
橋
ま
で
終
え
て
い
る
。
如
何
な
る
書
本
を
書
写
し
た
の
か
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
桐
壷
巻
末
に

右
正
徹
自
筆
ｕ
溥
鐙
本
一
校
詑
作
銘

と
あ
る
か
ら
青
表
紙
本
を
求
め
て
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
の
本
行
に
「
き
く
」
の
本

文
が
採
ら
れ
、
先
述
し
た
傍
書
が
あ
る
。
正
徹
本
で
校
合
し
た
か
ら
に
は
、
も
し
、
正
徹
本
に

「
月
」
と
あ
っ
た
ら
そ
の
旨
書
き
込
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
正
徹
本
も
「
菊
」
で
あ
っ
た
の
か
。
こ

の
よ
う
な
伝
来
状
況
か
ら
す
る
と
河
海
抄
の
事
実
誤
認
説
を
見
直
す
研
究
方
向
に
魅
力
を
感
じ

る
。四

「
懐
手
」
と
「
懐
へ
」

1
1
ふ
と
こ
ろ
て
(
初
音
七
六
三
1
2
)

懐
手
也
ふ
と
こ
ろ
へ
手
を
引
入
た
る
を
源
氏
の

-
I

そ
き
給
へ
は
引
出
た
る
也
又
懐
へ
手
引
な
を
し
と
云
一
本
有
定
家
卿
の
本
に
ふ
と
こ
ろ

手
引
な
を
し
と
あ
り
可
用
之
《
尋
流
抄
》

初
音
巻
冒
頭
部
、
穏
や
か
な
新
春
の
朝
の
六
条
院
の
景
に
続
い
て
、
源
氏
が
、
紫
上
の
住
む

春
町
を
訪
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
歯
固
の
祝
い
、
鏡
餅
ま
で
取
り
寄
せ
て
、
祝
事
が
始

ま
っ
た
。
玉
上
琢
弥
氏
は

女
房
た
ち
は
、
歯
固
の
祝
い
を
始
め
た
。
興
は
た
か
ま
っ
て
鏡
餅
ま
で
持
っ
て
こ
さ
せ

て
祝
言
を
述
べ
る
。
(
略
)
そ
こ
に
殿
が
顔
を
出
す
。
「
ふ
と
こ
ろ
手
ひ
き
な
ほ
し
つ
ヽ
、

い
と
は
し
た
な
き
わ
ざ
か
な
、
と
、
わ
び
あ
へ
り
」
広
い
板
敷
だ
か
ら
、
春
浅
き
今
、
寒

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
耐
え
ら
れ
ま
い
。
「
祝
ひ
ご
と
」
は
口
さ
き
の
こ
と
、
「
そ
ぼ
れ
あ
へ

る
」
で
、
か
し
こ
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
女
房
た
ち
は
「
ふ
と
こ
ろ
手
」
を

し
て
い
た
の
だ
。

主
人
に
見
ら
れ
て
、
「
い
と
は
し
た
な
き
わ
ざ
か
な
、
と
、
わ
び
あ
へ
り
」
と
い
う
の
だ

一

f.

ノゝ

か
ら
、
「
ふ
と
こ
ろ
手
」
は
「
は
し
た
な
き
わ
ざ
」
な
の
だ
。
後
世
に
限
る
こ
と
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

と
解
説
し
て
ぃ
び
。

異
文
は
、
『
源
氏
物
語
大
成
』
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ふ
と
こ
ろ
て
I
ふ
と
こ
ろ
て
肖
-
ふ
と
心
え
て
河

『
源
氏
物
語
別
本
集
廊
』
に
は
異
文
が
な
い
・

従
っ
て
、
報
告
さ
れ
て
い
る
限
り
尋
流
抄
が
い
う
、
「
懐
へ
」
の
本
文
は
現
存
し
な
い
。
「
懐

へ
」
を
仮
に
仮
名
書
き
す
る
と
、
「
ふ
と
こ
ろ
へ
」
と
な
る
が
、
こ
れ
は
、
青
表
紙
本
系
諸
本
と

は
「
て
」
と
「
へ
」
一
字
の
相
違
で
、
し
か
も
、
「
天
」
と
「
部
」
の
草
仮
名
は
字
体
が
酷
似
し

て
い
る
か
ら
、
誤
読
・
誤
写
の
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
本
文
は
「
手
引
な
を
し
」
が

後
続
す
る
の
で
、
青
表
紙
本
の
「
ふ
と
こ
ろ
て
」
に
対
応
す
る
部
分
を
仮
名
書
き
す
る
と
「
ふ

と
こ
ろ
へ
て
」
に
な
る
。
一
宇
多
い
。
一
方
河
内
本
の
「
ふ
と
心
え
て
」
の
仮
名
書
き
は
、
「
ふ

と
こ
こ
ろ
え
て
」
で
あ
る
。
写
本
で
は
オ
ド
リ
字
を
使
う
の
が
通
例
で
あ
る
か
ら
、
「
ふ
と
こ
ゝ

ろ
え
て
」
と
書
か
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
オ
ド
リ
字
は
不
安
定
で
、
誤
脱
が
生
じ
う
る
。
ま
た
、

「
え
」
と
「
へ
」
の
仮
名
遣
い
も
既
に
混
乱
が
お
き
て
ぃ
る
。
河
内
本
か
ら
「
ふ
と
こ
ろ
へ
て
」

と
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

異
文
が
生
じ
る
背
景
に
は
字
体
が
酷
似
し
て
ぃ
る
と
か
、
オ
ド
リ
字
の
誤
脱
と
か
、
書
物
を

書
写
す
る
享
受
法
に
よ
る
物
理
的
原
因
が
あ
る
。
こ
の
例
で
は
、
肖
柏
本
の
本
行
「
ふ
と
こ
ろ
」

が
そ
れ
で
あ
る
。
河
内
本
の
「
ふ
と
心
え
て
」
や
尋
流
抄
の
一
本
の
「
懐
へ
」
は
意
味
の
あ
る

異
文
、
有
意
異
文
で
あ
る
。
漢
字
を
宛
て
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
意
図
が
窺
え
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
生
じ
る
の
は
、
青
表
紙
本
は
じ
め
多
く
の
諸
本
が
採
る
「
ふ
と
こ
ろ
て
」
で
は
納

ま
り
に
く
い
事
情
が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

「
は
し
た
な
し
」
に
該
当
す
る
行
為
が
「
懐
手
」
以
外
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
文
は
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

春
の
お
と
ゝ
の
御
ま
へ
と
り
わ
き
て
梅
の
か
も
う
ち
と
け
て
ゃ
す
ら
か
に
す
み
な
し
給
へ

り
さ
ふ
ら
ふ
人
く
も
わ
か
や
か
に
す
く
れ
た
る
を
ひ
め
君
の
御
か
た
に
と
え
ら
せ
給
て

す
こ
し
を
と
な
ひ
た
る
か
き
り
な
か
く
よ
し
く
し
く
さ
う
そ
く
ぁ
り
さ
ま
よ
り
は
し

め
て
め
や
す
く
も
て
っ
け
て
こ
ゝ
か
し
こ
に
む
れ
ゐ
つ
ゝ
は
か
た
め
の
い
は
ゐ
し
て
も
ち

ゐ
か
ヽ
み
を
さ
へ
と
り
ょ
せ
て
ち
と
せ
の
か
け
に
し
る
き
と
し
の
う
ち
の
い
は
ひ
事
と
も

I
I
I
I
I
I
I
I
I
1
-
-
-
-
I
I
!
I
I
自

-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
-
―

し
て
そ
ほ
れ
あ
へ
る
に
お
と
ゝ
の
き
み
さ
し
の
そ
き
た
ま
へ
れ
は
ふ
と
こ
ろ
て
ひ
き
な
を

し
つ
ゝ
い
と
は
し
た
な
き
わ
さ
か
な
と
わ
ら
ひ
あ
へ
り
《
初
音
七
六
三
》

正
月
元
旦
、
歯
固
の
儀
式
に
始
ま
り
鏡
餅
を
持
ち
出
し
て
の
祝
事
を
し
て
い
た
。
集
ま
っ
て

ぃ
る
の
は
、
年
功
を
積
ん
だ
女
房
た
ち
で
あ
る
、
懐
手
が
は
し
た
な
い
振
る
舞
い
で
あ
る
の
に
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ち
が
い
な
い
が
、
「
そ
ほ
れ
あ
へ
る
」
こ
と
も
彼
女
た
ち
に
は
、
日
常
で
は
考
え
に
く
い
。
「
は

し
た
な
き
わ
ざ
」
は
懐
手
だ
け
で
な
く
、
「
そ
ぼ
れ
あ
へ
る
」
こ
と
を
含
め
、
正
月
の
華
や
い
だ

空
気
に
少
し
乱
れ
た
振
る
舞
い
が
考
え
ら
れ
る
。
「
そ
ぼ
れ
あ
へ
る
」
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

は
、
『
日
本
古
典
文
学
全
書
』
が
、
祝
い
ご
と
の
内
容
が
、
色
恋
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
で
も
あ

ろ
う
、
と
頭
注
し
て
い
砧
。
「
い
は
ひ
こ
と
」
は
「
祝
ひ
言
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
祝
ひ
事
」
に

も
解
せ
る
か
ら
、
世
事
に
長
け
た
女
房
た
ち
が
、
同
性
だ
け
の
気
安
さ
と
、
正
月
の
目
出
度
い

空
気
か
ら
多
少
取
り
乱
し
た
行
動
を
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
を
源
氏
に
見
ら
れ
あ

わ
て
て
手
を
引
き
込
め
た
。

枕
草
子
、
正
月
の
項
に
性
的
な
振
る
舞
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。

正
月
一
日
は
、
ま
い
て
空
の
け
し
き
も
う
ら
う
ら
と
、
め
づ
ら
し
う
か
す
み
こ
め
た
る
に
、

世
に
あ
り
と
あ
る
人
は
、
み
な
す
が
た
か
た
ち
心
こ
と
に
つ
く
ろ
ひ
、
君
を
も
我
を
も
い

は
ひ
な
ど
し
た
る
、
さ
ま
こ
と
に
を
か
し
。
(
略
)

十
五
日
、
節
供
ま
ゐ
り
す
ゑ
、
か
ゆ
の
木
ひ
き
か
く
し
て
、
家
の
御
達
・
女
房
な
ど
の
う

か
が
ふ
を
、
う
た
れ
し
と
用
意
し
て
、
つ
ね
に
う
し
ろ
を
心
づ
か
ひ
し
た
る
、
け
し
き
も

い
と
を
か
し
き
に
、
い
か
に
し
た
る
に
か
あ
ら
ん
、
う
ち
あ
て
た
る
は
、
い
み
し
う
興
あ

り
て
う
ち
わ
ら
ひ
た
る
は
い
と
は
え
ば
え
し
。
《
枕
草
子

正
月
一
日
旧
》

正
月
一
日
か
ら
十
五
日
に
ま
で
、
公
私
の
行
事
に
伴
う
感
情
の
動
き
が
日
次
に
書
い
て
あ
る
。

年
が
改
ま
っ
た
、
非
日
常
的
な
、
緊
張
し
た
心
情
が
次
第
に
弛
緩
し
て
い
く
過
程
が
よ
く
描
か

れ
て
い
る
。
正
月
も
十
五
日
な
る
と
少
し
疲
れ
て
く
る
。
こ
の
日
、
望
粥
を
供
す
る
行
事
は
宮

廷
で
も
民
間
で
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
粥
を
煮
た
燃
え
残
り
の
木
を
「
粥
の
木
」
「
粥
杖
」
と
い
う
。

こ
れ
で
女
性
の
後
を
打
つ
と
懐
妊
す
る
俗
信
が
あ
っ
d
。

緊
張
し
た
雰
囲
気
が
解
れ
る
に
つ
れ
て
戯
れ
が
出
る
。
と
は
い
え
、
正
月
で
あ
る
か
ら
、
俗

な
こ
と
や
不
浄
な
振
る
舞
い
は
避
け
た
い
。
そ
の
範
時
で
は
、
男
女
に
関
す
る
こ
と
は
無
難
な

方
で
あ
ろ
う
。
真
面
目
す
ぎ
る
と
騒
動
に
な
る
が
。
枕
草
子
に
は
打
た
れ
て
、
顔
を
赤
ら
め
る

新
妻
、
怒
り
出
し
て
、
挙
句
に
は
、
悪
態
を
つ
く
女
房
ま
で
現
れ
る
。
こ
れ
は
例
外
と
し
て
、

大
体
は
戯
れ
で
納
ま
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
手
の
戯
れ
は
古
女
房
や
御
達
が
絡
む
場
合
が
多
い
。
初
音
巻
の
正
月
は
、
若
い
女
房
は

明
石
姫
君
の
所
に
移
っ
て
、
残
っ
て
い
る
の
は
古
参
の
女
房
で
あ
る
。
枕
草
子
で
も
御
達
が
い

る
。
際
ど
い
場
面
を
演
じ
る
に
は
年
期
が
要
る
。
源
氏
に
見
咎
め
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
、
さ
っ

と
手
を
引
い
て
澄
し
込
ん
で
こ
と
な
き
を
得
た
。
尋
流
抄
が
斥
け
る
I
本
の
異
文
「
懐
へ
手
引

な
を
し
」
は
こ
の
よ
う
な
場
面
を
頭
に
描
い
た
の
で
は
な
い
か
。
河
内
本
の
「
ふ
と
心
え
て
」

も
同
様
に
読
め
る
。
こ
ち
ら
は
「
ふ
と
心
得
て
ひ
き
な
を
し
」
か
「
ふ
と
心
得
、
手
ひ
き
な
を

し
1
な
の
か
、
「
て
」
の
扱
い
が
、
助
詞
か
ハ
ン
ド
か
、
仮
名
書
き
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
「
手

ひ
き
な
を
し
」
の
方
が
具
体
的
で
行
動
的
な
場
面
に
相
応
し
い
。
彼
女
た
ち
は
「
は
し
た
な
き

わ
さ
か
な
と
わ
ひ
あ
へ
り
」
と
あ
る
か
ら
、
自
ら
の
振
る
舞
い
を
源
氏
に
見
ら
れ
た
た
め
に
困

惑
し
た
の
で
あ
る
。
本
文
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
祝
い
事
を
し
て
戯
れ
あ
っ
て
い
た
が
、
源

氏
が
覗
い
た
の
で
、
さ
っ
と
手
を
ひ
い
て
は
し
た
な
い
行
為
を
自
戒
し
た
よ
う
で
あ
る
。

「
は
し
た
な
き
わ
さ
」
は
女
房
た
ち
が
「
そ
ほ
れ
」
あ
っ
て
い
た
実
体
で
、
玉
上
琢
弥
氏
が

言
わ
れ
る
「
懐
手
」
で
は
な
い
と
し
て
、
青
表
紙
本
を
読
ん
で
み
よ
う
。
「
懐
手
ひ
き
な
を
し
」

は
、
源
氏
が
見
た
と
き
は
懐
手
を
し
て
い
た
が
、
行
儀
の
悪
い
の
に
気
づ
き
姿
勢
を
正
し
た
ア

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
懐
手
を
寒
さ
の
た
め
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
解
釈
で
は
、
「
懐
手
」
そ
の
も
の

が
「
は
し
た
な
き
わ
さ
」
に
相
当
す
る
。
懐
手
は
寒
さ
の
せ
い
で
は
な
く
、
手
を
出
し
て
「
そ

ぼ
れ
」
あ
っ
て
い
た
行
為
を
隠
す
た
め
の
所
作
に
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
仮
に
そ

う
す
る
と
、
「
そ
ぼ
れ
」
あ
っ
て
い
た
が
、
は
し
た
な
さ
を
恥
じ
て
こ
れ
を
隠
す
た
め
に
懐
手
を

し
て
い
た
、
し
か
し
、
懐
手
の
行
儀
の
悪
さ
に
気
づ
き
、
こ
れ
を
正
す
た
め
に
手
を
出
し
た
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
「
は
し
た
な
き
わ
さ
」
が
「
そ
ほ
れ
」
あ
っ
て
い
た
行
為
と
「
懐
手
」

の
二
重
に
な
る
。
女
房
自
身
は
こ
の
二
つ
を
恥
じ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
源
氏
が
見
咎
め
た
の
は

「
懐
手
」
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
女
房
た
ち
の
い
さ
さ
か
度
を
超
し
た
祝
い
事
で

あ
る
色
恋
ご
と
、
又
は
性
的
な
戯
れ
は
源
氏
に
は
見
ら
れ
ず
、
た
し
な
み
の
あ
る
年
嵩
の
女
房

の
振
る
舞
い
と
し
て
納
ま
る
。
「
一
本
」
や
河
内
本
で
は
「
そ
ほ
れ
」
あ
っ
て
い
た
こ
と
を
見
ら

れ
、
あ
わ
て
て
手
を
懐
へ
入
れ
中
止
し
た
(
一
本
)
、
急
に
源
氏
に
気
づ
き
振
る
舞
い
を
慎
ん
だ

こ
と
に
な
り
、
ド
タ
バ
タ
し
た
は
し
た
な
さ
が
残
る
。

形
態
的
に
は
、
「
ふ
と
心
得
手
ひ
き
な
を
し
(
ふ
と
こ
こ
ろ
え
て
ひ
き
な
を
し
)
」
(
河
内
本
)

が
尤
も
安
定
し
て
い
る
。
「
懐
手
ひ
き
な
を
し
(
ふ
と
こ
ろ
て
ひ
き
な
を
し
)
」
(
青
表
紙
本
)
は

河
内
本
と
は
「
こ
」
「
え
」
の
二
文
字
少
な
い
。
「
懐
へ
手
ひ
き
な
を
し
(
ふ
と
こ
ろ
へ
て
ひ
き

な
を
し
)
」
(
一
本
)
は
河
内
本
を
基
準
に
す
る
と
「
こ
」
の
字
が
一
字
少
な
い
。

河
内
本
が
親
行
が
奥
書
に
言
う
よ
う
に
二
十
一
本
を
校
合
し
た
校
訂
本
で
あ
る
な
ら
少
な
く

と
も
一
本
は
河
内
本
と
同
じ
河
内
本
以
前
の
古
本
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
青
表
紙
本
も
同
様

に
河
内
本
が
依
っ
た
古
本
と
は
二
字
少
な
い
古
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
に
違
い
な
い
。
両
系
統

の
本
の
性
格
か
ら
は
あ
り
う
る
。
河
内
本
が
こ
の
本
文
を
、
校
合
集
成
の
結
果
採
っ
た
の
は
、

「
懐
手
」
と
い
う
語
に
抵
抗
が
あ
っ
た
か
、
「
ふ
と
こ
ろ
て
」
の
本
文
に
遭
遇
し
な
か
っ
た
か
で

あ
ろ
う
。
定
家
本
の
場
合
は
、
原
本
に
忠
実
に
書
写
し
た
と
し
た
ら
、
古
本
の
誤
脱
は
そ
の
ま

ま
残
る
可
能
性
は
あ
る
。
尋
流
抄
の
一
本
は
、
河
内
本
よ
り
は
「
こ
」
の
一
字
が
少
な
く
、
青

表
紙
本
よ
り
は
「
へ
」
の
字
が
一
字
多
い
。
物
理
的
に
は
、
字
を
補
入
す
る
可
能
性
よ
り
も
誤

脱
す
る
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
か
ら
、
河
内
本
を
誤
写
し
た
結
果
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
し
、

或
は
、
青
表
紙
本
が
書
本
を
誤
写
し
た
の
な
ら
、
一
本
は
青
表
紙
本
の
書
本
で
あ
る
、
一
古
写

一
七
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本
の
俤
を
留
め
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
懐
手
」
の
語
は
源
氏
物
語
で
は
こ
の
一
例
で
あ
る
。
手
許
の
辞
書
を
見
て
も
日
葡
辞
書
の

解
説
が
こ
れ
に
続
く
古
い
用
例
で
あ
昌
。
「
懐
手
」
が
原
源
氏
物
語
の
語
彙
か
否
か
が
問
わ
れ
る
。

今
そ
れ
に
応
え
る
用
意
が
な
い
。

お
わ
り
に

今
回
取
上
げ
た
本
文
異
同
は
ご
く
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
尋
流
抄
が
「
定
家
本
」
と
「
親

行
本
」
と
を
対
比
さ
せ
た
「
つ
ま
か
け
」
(
端
影
)
《
青
表
紙
本
》
・
「
つ
き
か
け
」
(
月
影
)
《
河

内
本
》
、
「
菊
」
《
河
内
本
》
・
「
月
」
《
青
表
紙
肘
》
は
い
ず
れ
も
、
親
行
本
、
即
ち
、
河
内
本
に

合
理
性
が
あ
る
。
「
以
義
理
相
叶
切
句
点
…
…
」
(
東
山
文
庫
蔵
本
奥
書
の
一
部
)
と
あ
る
よ
う

に
意
味
が
通
る
こ
と
を
基
準
に
校
訂
さ
れ
た
解
釈
本
文
の
性
格
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
「
月
・

菊
」
は
と
も
か
く
、
こ
れ
は
一
通
り
の
こ
と
で
、
ど
の
場
合
も
河
内
本
を
も
っ
て
し
て
も
疑
念

が
残
っ
た
。
青
表
紙
本
と
い
う
「
つ
ま
か
け
」
な
る
語
も
本
文
も
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ
を
押
し
通
す
ほ
ど
「
月
影
」
に
抵
抗
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
「
つ
ま
か
け
」
も
「
つ
き
か
け
」
も

否
定
し
た
彼
方
に
共
通
す
る
本
文
、
原
本
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
具
体
的
に
想
定
で
き
な
い
。

「
懐
手
」
《
青
表
紙
本
》
・
「
ふ
と
心
得
て
」
《
河
内
本
》
も
同
様
で
あ
る
が
、
ま
だ
こ
の
方
が
気

が
楽
で
あ
る
。
「
懐
へ
」
《
一
本
》
が
彼
方
に
あ
る
共
通
本
文
と
い
え
ば
一
人
よ
が
り
で
あ
ろ
う

が
。青
表
紙
本
原
本
を
従
来
の
基
準
よ
り
広
く
考
え
る
先
学
の
尻
馬
に
乗
っ
て
現
存
し
な
い
「
青

表
紙
本
」
を
考
え
た
り
し
た
。

一
八
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